
323

│
寧
夏
・
内
モ
ン
ゴ
ル
を
例
と
し
て
」（『
愛
知
大

学
国
際
問
題
研
究
所
紀
要
』
第
一
三
八
号
、二
〇

一
一
年
一
〇
月
）

薛 

鳴　
「
在
日
中
国
人
子
女
の
言
語
使
用
意
識
と
エ

ス
ニ
シ
テ
ィ
│
あ
る
中
華
学
校
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
か
ら
」（
共
著
、『
言
語
と
文
化
』
第
二
六

号
、
愛
知
大
学
語
学
教
育
研
究
室
紀
要
、
二
〇
一

二
年
一
月
）、「
敬
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
阻

害
す
る
文
化
的
な
違
い
に
つ
い
て
│
日
中
の
考
え

方
・
習
慣
・
社
会
の
あ
り
方
の
相
違
」（
学
会
発
表
、

二
〇
一
一
世
界
日
本
語
教
育
研
究
大
会
、
於
中
国

天
津
外
国
語
大
学
、
二
〇
一
一
年
八
月
二
一
日
）

砂
山
幸
雄　
『
世
界
冷
戦
の
な
か
の
選
択
』（
責
任
編

集
、『
新
編 

原
典
中
国
近
代
思
想
史
』
第
六
巻
、

岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
）、「
読
賀
桂
梅

《
文
化
自
覚
与
新
世
紀
之
交
的
“
中
国
”
叙
述
》」

（
東
文
研
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
中
国
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
模
索
」
於
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究

所
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
一
八
日
）

唐 

燕
霞　
「
中
国
的
労
使
関
係
と
進
出
日
系
企
業
の

課
題
」（
白
木
三
秀
編
著
『
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
・

チ
ャ
イ
ナ
の
人
的
資
源
管
理
』
白
桃
書
房
、
二
〇

一
一
年
一
〇
月
）、「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に

お
け
る
格
差
社
会
の
構
造
」（
報
告
、「
転
形
期
に

お
け
る
中
国
と
日
本
│
そ
の
苦
悩
と
展
望
」
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
北
京
大
学
国
際
関
係
学
院
・
島

根
県
立
大
学
合
同
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
於
島
根

県
立
大
学
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
二
一
日
）、「
格

差
が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
中
国
社
会
の
行
方
」（
公

開
講
座
、
於
愛
知
大
学
車
道
校
舎
、
二
〇
一
二
年

一
月
一
一
日
）

馬
場 

毅　
「
上
海
に
あ
っ
た
東
亜
同
文
書
院
に
つ
い

て
」（
講
演
、
於
富
山
国
際
会
議
場
、
二
〇
一
一

年
九
月
一
七
日
）、「
並
木
頼
寿
著
『
捻
軍
と
華
北

社
会
│
近
代
中
国
に
お
け
る
民
衆
反
乱
』」（
書

評
、『
中
国
研
究
月
報
』
二
〇
一
一
年
一
一
月

号
）、「
辛
亥
革
命
と
東
亜
同
文
会
」（
報
告
、
愛

知
大
学
東
亜
同
文
書
院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
辛
亥
革
命
・
孫
文
・
東
亜
同
文

会
」、
於
愛
知
大
学
豊
橋
校
舎
、
二
〇
一
一
年
一

一
月
一
二
日
）

樋
泉
克
夫　
「
東
南
ア
ジ
ア
に
拡
大
す
る
中
国
」（
講

演
、
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
提
供
講
座
、
二
〇

一
一
年
一
一
月
三
〇
日
）、「
東
南
ア
ジ
ア
の
部

屋
」（
雑
誌
連
載
、『Foresight（
電
子
版
）』
新
潮

社
）、「
華
人
企
業
家
の
夢
と
野
望
」（
雑
誌
連
載
、

『A
sia M

arket R
eview

』
重
化
学
工
業
通
信
社
）

松
岡
正
子　
「
汶
川
地
震
後
に
お
け
る
チ
ャ
ン
文
化

の
復
興
と
禹
羌
文
化
の
創
出
」（
瀬
川
昌
久
編

『
近
現
代
中
国
に
お
け
る
民
族
認
識
の
人
類
学
』

二
〇
一
二
年
一
月
）、「
中
国
式
復
興
モ
デ
ル
│
二

〇
〇
八
・
五
・
一
一
汶
川
地
震
か
ら
三
年
」（
季

刊
『
民
族
学
』
一
三
八
号
、
二
〇
一
一
年
）

学
会
通
信
（
二
〇
一
一
年
九
月
〜
二
〇
一
二
年
一
月
）

◎
学
会
員
活
動

阿
部
宏
忠　
「
消
費
市
場
と
し
て
の
中
国
」（
講
演
、

愛
知
大
学
特
別
講
座
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
二
六

日
）、「
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
最
新
事
情
」（
講
演
、「
設

立
四
〇
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
㈶
あ
い
ち
産
業

振
興
機
構
主
催
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
三
〇
日
）、

「
震
災
・
原
発
事
故
に
よ
る
日
本
産
農
林
水
産
物

等
輸
出
へ
の
影
響
」（
発
表
、
農
業
機
械
学
会
関

東
支
部
主
催
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
一
六
日
）

川
村
亜
樹　
『
英
字
新
聞
「
日
経
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
」

活
用
法
2
』（
共
著
、
大
学
教
育
出
版
、
二
〇
一

一
年
一
二
月
）、『
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
の
政
治
学
│
若

者
文
化
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
再
生
』（
単
著
、
大

学
教
育
出
版
、
二
〇
一
二
年
一
月
）

黄 

英
哲　
『
許
寿
裳
遺
稿
』
全
四
巻
（
共
編
、
福
建

教
育
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
九
月
）、「
許
寿
裳
与

台
湾
」（『
光
復
初
期
台
湾
的
社
会
与
文
化
』
福
建

教
育
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
九
月
）

高 

明
潔　
「
中
国
に
お
け
る
多
言
語
共
生
の
現
状
に

関
す
る
考
察
」（
研
究
発
表
、
国
立
民
族
学
博
物

館
共
同
研
究
「
中
国
に
お
け
る
社
会
と
文
化
の
再

構
成
│
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
か
ら
」

研
究
会
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
二
二
日
）、「
西
部

大
開
発
に
お
け
る
開
発
援
助
関
係
に
関
す
る
試
論


